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新
会
長
に
桑
田
正
則
氏
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一冗
J

河
川
九
日
〈
引
M

の
信
頼
性
向
上
ヘ

日
本
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
リ
サ

イ
ク
ル
工
業
会
（
A
J
C
R）

は
5
月
時
目
、
凶
年
度
第
3

期
定
時
総
会
を
開
催
し
た
。

正
会
員
、
賛
助
会
員
合
わ
せ

て

ω社
が
出
席
、
ト
ナ
l
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
の
部
材
展
示
と

と
も
に
、
（
側
デ
l
タ
・
サ

プ
ラ
イ

・
山
本
幸
男
社
長
に

よ
る

「電
子
写
真
製
品
の
課

題
と
ト
ナ
l
市
場
の
状
況
」

と
題
し
た
講
演
も
開
催
さ
れ

た
。北

傑
順
吉
会
長
は
次
の
よ

う
に
挨
拶
し
た
。

A
J
C
Rに
入
会
し
て
監

事
を
2
年
、
副
会
長
2
年、

会
長
3
年
と
い
う
7
年
間
の

経
験
に
よ
り
様
々
な
こ
と
を

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
ず

ω社
近
く
あ
っ
た
正

会
員
数
が
お
社
に
減
少
し
て

い
ま
す
。
あ
ま
り
も
う
か
ら

な
く
な
っ
た
こ
と
か
ち
の
事

業
撤
退
も
原
因
の
1
つ
だ
と

思
い
ま
す
が
、
や
は
り
過
剰

屯
安
売
り
合
戦
は
自
重
す
べ

き
だ
と
考
－
え
て
い
ま
す
。

や
り
残
し
た
こ
と
は
ま
だ

長

一
あ
り
ま
す
が
、
次
期
会
長
に

ム一品一

引
き
継
い
で
い
た
だ
き
、
会

斯
↑

員
の
皆
様
に
は
、
積
極
的
に

日
一

部
会
に
参
加
し
、
意
見
吉

田

一
し
な
が
ち
会
の
運
嘗
に
協
力

事

一
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

一
ま
す
。
7
年
間
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

AJCR 

理
事
会、

E
＆
Q
運
営
委

員
会
、
そ
し
て
技
術
・
環
境

・
国
際
・
法
務
・
総
務
の
各

部
会
の
日
年
度
の
活
動
報
告

が
行
わ
れ
た
。

E
＆
Q
運
嘗
委
員
会
で

は
、
外
部
委
員
か
ら
の

「模

倣
品
対
策
の
対
外
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
が
必
要
で
は
な
い

か
」
「
ネ
ッ
ト
業
界
に
対
し

て
模
倣
品
を
削
減
す
る
対
応

を
検
討
で
き
な
い
か
」
な
ど

の
提
言
を
紹
介
、
模
倣
品
対

策
は
今
後
の
業
界
が
発
展
す

る
う
え
で
震
も
重
要
で
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。

法
務
部
会
か
ら
は
、
U
S

I
T
C
（米
国
国
際
貿
易
委

員
会）

が
C
A
N
O
Nの
O

E
O
（輸
入
禁
止
処
置
）
に

基
づ
い
て
A
M
A
Z
O
Nが

輸
入
し
よ
唱
っ
と
し
た
ト
ナ
l

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
没
収
し
た

件
を
受
け
て
、

A
J
C
Rと

し
て
伺
か
し
ち
の
主
張
や
法

的
手
段
手
続
き
を
取
れ
る
か

ど
う
か
の
検
討
事
項
や
、
「
S

P
6
4
0
0系
N
B」
（正

体
不
明
）
の
エ
ン
プ
テ
ィ
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
に
関
す
る
対
応

報
告
、
そ
し
て
中
国
ナ
イ
ン

ス
タ
l
製
5
l
o
E特
許
回

避
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
に
関
す
る

特
許
の
検
証
な
ど
の
興
味
深

い
報
告
も
さ
れ
た
。

桑
田
正
則
新
会
長
が
凶
年

度
の
J
JC
R事
業
活
動
方

針
を
説
明
し
た
。

ト
ナ
i
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

．
リ
ユ
l
ス
事
業
を
ベ
l
ス

に
、
循
環
型
社
会
形
成
団
体

と
し
て
活
動
を
続
け
同
年

目
を
迎
え
ま
す
が
、
業
界
を

取
り
巻
く
事
業
環
境
は
非

常
に
厳
し
く
、
近
年
事
業
撤

退
に
伴
う
退
会
企
業
様
が

増
え
、
今
年
度
は
刊
社
で
運

芭
し
て
い
き
ま
す
。
3
年
で

一
同
社
が
遅
会
、
そ
の
う
ち
川

社
が
事
業
撤
退
に
な
り
ま

す
。マ

ー
ケ
ッ
ト
で
は
、
知
的

財
産
権
を
侵
害
し
た
模
倣
品

が
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
と
偽
り

考
え
ら
れ
な
い
安
値
で
販
売

さ
れ
て
い
る
ケ
l
ス
も
買
受

け
ら
れ
ま
す
。
お
客
様
に
安

心
し
て
良
質
な
リ
サ
イ
ク
ル

ト
ナ
l
を
ご
使
用
い
た
だ
く

た
め
A
J
C
Rが
取
り
組
ん

で
来
た
E
＆
Q
マ
ー
ク
ラ
ベ

ル
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
充
実

と
信
頼
性
の
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

畳
近
の
官
公
庁
入
札
は
集
一
に
ご
理
解
頂
く
活
動
も
行
っ

中
購
買
で
数
百
、
数
千
本
を
一
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
初
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
品
対
一
ま
た
、
知
的
財
産
権
遵
守

応
の
要
件
と
す
る
ケ
l
ス
が
一
を
軸
と
し
て
、
エ
ン
ジ
ン
メ

大
半
で
す
が
、
リ
ユ
l
ス
の
一

l
カ
l
様
と
の

一
定
の
了
解

回
数
に
は
限
度
が
あ
る
た
一
点
を
見
出
し
、
当
事
業
の
社

め
、
リ
ユ
l
ス
の
原
点
に
立
一
会
に
お
け
る
真
の
意
味
で
の

ち
返
り
、
ス
タ
ー
ト
は
純
正
一
市
民
権
の
確
立
を
目
指
し
て

品
を
購
入
し
て
い
た
だ
き
使

一い
き
ま
す
。

用
済
み
の
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を
一
部
会
長
中
心
と
し
た
施
策

お
預
か
り
し
て
修
理
、

ト

一
で
は
、
E
＆
Q
マ
ー
ク
ラ
ベ

ナ
l
充
填
し
て
お
返
し
す
る
一
ル
認
証
基
準
の
見
直
し
、
改

（
数
回
）
と
い
う
循
環
型
の
一
善
な
ど
の
E
＆
Q
マ
i
ク
推

ト
ナ
l
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
リ
ユ
一
進
に
よ
る
お
客
様
へ
の
信
頼

i
ス
シ
ス
テ
ム
の
ガ
イ
ド
ラ
一
性
向
上
、
純
正
力
l
ト
リ
ツ

イ
ン
を
作
成
し
、
各
官
公
庁
一
ジ
不
足
の
状
態
が
続
く
中
、

お
客
様
の
理
解
を
得
な
が
色

使
用
済
み
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
を

お
預
か
り
お
返
し
す
る
リ
タ

ー
ン
方
式
へ
の
転
換
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
環
境
負
荷
低
蔵
の
為

の
3
Rを
推
進
、
官
公
庁
で

の
再
生
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
使

r園、
血

用
i模を
1 i放｛足
晶進
と し

？一て
線い
をさ

；画ま
し す
fこ 。 情通新周社

対
応
が
必
要
で
あ
り
、
模
倣

呂
に
関
す
る
情
報
収
集
と
公

聞
を
進
め
、
そ
レ
て
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
作
成
、
販
促
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
の
P
R活
動
を

積
極
的
に
実
施
し
、

工
業
会

及
び
E
＆
Q
マ
l
ク
認
知
度

向
上
の
為
の
広
告
宣
伝
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

同
年
の
リ
ユ

l
ス
ト
ナ

l
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
A
3
・

A
4）
の
生
産
台
数
は
、
5

2
7万
1
0
0
0本
、
リ
ユ

ー
ス
率
は
M
・
ー
φ
と
な
っ

た
。
（
関
連
表
を
4
面
に
掲

載）


